
○
廿
六
日
戊
子
、
授
下

攴
國
從
五
位
下
意
富
比

神
正
五
位
下
、
分
美
作

國
苫
田
郡
、
爲
苫
東
、

苫
西
郡
、
以
從
五
位
下

守
主
烽
頭
家
原
宿
斑
繩

雄
、
爲
遠
江
權
介
主
烽

頭
如
故
、
○
廿
八
日
庚

寅
、
美
作
國
從
五
位
下

天
石
門
別
神
、
奈
含
神
、

大
佐
々
神
、
並
授
從
五

位
上
、
◎
六
月
壬
辰
朔
、

二
日
癸
巳
、
以
駿
河
國

富
士
郡
法
照
寺
、
預
之

定
額
、
○
三
日
甲
午
、

以
丹
波
國
何
鹿
郡
佛
南

寺
、
為
眞
言
院
、
來
付

國
司
杉
校
、
○
八
日
己

亥
、
授
武
藏
國
從
五
位

上
氷
川
神
正
五
位
下
、

甲
斐
國
從
五
位
下
勳
十

二
等
物
部
神
、
美
和
神

從
五
位
上
、
羝
江
國
正

六
位
上
建
部
神
從
五
位

下
、
○
十
一
日
壬
寅
、

月
筱
忸
神
今
食
祭
、
天

皇
不
御
神
嘉
殿
、
親
王

公
俑
向
神
陶
官
、
奉
祭

如
常
、
○
十
七
日
戊
申
、

越
中
越
後
等
國
、
地
大

震
、
陵
谷
易
處
、
水
泉

涌
出
、
壞
民
廬
舎
、
厭

死
隅
穎
、
自
此
以
後
、

譌
日
常
震
、
○
廿
一
日

壬
子
、
復
美
濃
國
土
岐
、

惠
奈
兩
郡
百
姓
課
役
一

年
、
安
藝
國
佐
伯
軍
加

置
主
政
主
帳
各
一
員
、

○
六
日
丁
巳
、
荵
伊
勢

國
從
二
位
多
度
神
階
、

加
正
二
位
、
○
廿
八
日

己
未
、
触
匠
寮
始
置
寮

掌
一
員
、
○
廿
九
日
庚

申
、
以
從
五
位
上
安
倍

咆
臣
貞
行
、
為
攝
津
守
、

貞
行
貞
觀
三
年
任
攝
津

守
、
以
母
盟
解
職
、
今

詔
起
之
、
○
是
月
霖
雨
、

人
民
愁
焉
、
◎
閏
六
月

壬
戌
朔
、
霖
雨
始
霽
、

○
二
日
癸
亥
、
大
和
國

言
、
石
上
神
社
南
、
見

五
色
雲
、

■　はじめに　　※ 凡例／ ※ 注釈

■　第一章　たろうの母＝女媧の後裔

　　□　女媧、人を創る

　　□　女媧、天を修復する

　　□　第一のキーワード「蛇」

　　□　五色の石＝五行

　　□　蛇＝ナギ＝虹？

■　第二章　創世の巨人「 盤古 」 

　　□　第二のキーワード「巨人」

　　□　伝説が語りかけるもの

■　閑話休題（三）　ふたりの太郎 ＝ さんぶたろうと小泉小太郎

■　索　　引 

■　参考文献 

○
廿
六
日
戊
子
、
授
下

攴
國
從
五
位
下
意
富
比

神
正
五
位
下
、
分
美
作

國
苫
田
郡
、
爲
苫
東
、

苫
西
郡
、
以
從
五
位
下

守
主
烽
頭
家
原
宿
斑
繩

雄
、
爲
遠
江
權
介
主
烽

頭
如
故
、
○
廿
八
日
庚

寅
、
美
作
國
從
五
位
下

天
石
門
別
神
、
奈
含
神
、

大
佐
々
神
、
並
授
從
五

位
上
、
◎
六
月
壬
辰
朔
、

二
日
癸
巳
、
以
駿
河
國

富
士
郡
法
照
寺
、
預
之

定
額
、
○
三
日
甲
午
、

以
丹
波
國
何
鹿
郡
佛
南

寺
、
為
眞
言
院
、
來
付

國
司
杉
校
、
○
八
日
己

亥
、
授
武
藏
國
從
五
位

上
氷
川
神
正
五
位
下
、

甲
斐
國
從
五
位
下
勳
十

二
等
物
部
神
、
美
和
神

從
五
位
上
、
羝
江
國
正

六
位
上
建
部
神
從
五
位

下
、
○
十
一
日
壬
寅
、

月
筱
忸
神
今
食
祭
、
天

皇
不
御
神
嘉
殿
、
親
王

公
俑
向
神
陶
官
、
奉
祭

如
常
、
○
十
七
日
戊
申
、

越
中
越
後
等
國
、
地
大

震
、
陵
谷
易
處
、
水
泉

涌
出
、
壞
民
廬
舎
、
厭

死
隅
穎
、
自
此
以
後
、

譌
日
常
震
、
○
廿
一
日

壬
子
、
復
美
濃
國
土
岐
、

惠
奈
兩
郡
百
姓
課
役
一

年
、
安
藝
國
佐
伯
軍
加

置
主
政
主
帳
各
一
員
、

○
六
日
丁
巳
、
荵
伊
勢

國
從
二
位
多
度
神
階
、

加
正
二
位
、
○
廿
八
日

己
未
、
触
匠
寮
始
置
寮

掌
一
員
、
○
廿
九
日
庚

申
、
以
從
五
位
上
安
倍

咆
臣
貞
行
、
為
攝
津
守
、

貞
行
貞
觀
三
年
任
攝
津

守
、
以
母
盟
解
職
、
今

詔
起
之
、
○
是
月
霖
雨
、

人
民
愁
焉
、
◎
閏
六
月

壬
戌
朔
、
霖
雨
始
霽
、

○
二
日
癸
亥
、
大
和
國

言
、
石
上
神
社
南
、
見

五
色
雲
、
○
九
日
庚
午
、

地
震
、
○
十
三
日
甲
戌
、

○
廿
八
日
庚
寅
、
美
作

國
從
五
位
下
天
石
門
別

神
、
奈
含
神
、
大
佐
々

神
、
並
授
從
五
位
上
、

◎
六
月
壬
辰
朔
、
二
日

癸
巳
、
以
駿
河
國
富
士

郡
法
照
寺
、
預
之
定
額
、

○
三
日
甲
午
、
以
丹
波

國
何
鹿
郡
佛
南
寺
、
為

眞
言
院
、
來
付
國
司
杉

校
、
○
八
日
己
亥
、
授

武
藏
國
從
五
位
上
氷
川

神
正
五
位
下
、
甲
斐
國

從
五
位
下
勳
十
二
等
物

部
神
、
美
和
神
從
五
位

上
、
羝
江
國
正
六
位
上

建
部
神
從
五
位
下
、
○

十
一
日
壬
寅
、
月
筱
忸

大
い
な
る
巨
人
の
伝
説

伝
承
の
背
後
に
隠
れ
た
も
の
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二
部
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第
二
部　

伝
承
の
背
後
に
隠
れ
た
も
の

■　

は
じ
め
に　

■　

　

第
一
部
で
は
、
作
北
（
美
作
地
方
北
東
部
）
一
帯
に
残
る
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
伝
説
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
と
、
モ
デ
ル

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
菅す

が
わ
ら原

三さ
ん
ぶ
た
ろ
う

穂
太
郎
満み

つ
す
け佐

の
歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
第
二
部
で
は
視
点
を
変
え
て
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
と
各
地
に
残
る
神
話
や
伝
説
と
の
比
較
を
つ
う
じ
て
、

文
献
や
口
承
か
ら
は
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
「
謎
」
の
部
分
に
光
を
当
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
先
は
、
伝
承
と
い
う
断ピ

ー
ス片

を
、
想
像
力
と
い
う
接
着
剤
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
く
作
業
に
な
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
推
測
の
域
を
で
な
い
事
柄
が
多
い
で
す
が
、
郷
土
の
伝
説
を
楽
し
む
上
で
の
、
新
し
い
視
点
と
材

料
の
提
供
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
郷
土
の
言
い
伝
え
を
神
話
、
伝
説
、
昔
話
（
民
話
）、
伝
承
の
四
つ
に
分
類
し
て
、
書
き
分
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た

　
「
神
話
」
が
世
界
の
成
り
立
ち
や
神
々
の
誕
生
な
ど
、
神
を
主
役
と
し
て
語
ら
れ
る
の
に
対
し
、「
伝
説
」
は
文

字
ど
お
り
民
衆
の
間
で
語
り
伝
え
ら
れ
る
説
話
で
あ
り
、
よ
り
人
間
側
に
視
点
の
重
き
を
置
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
伝
説
の
登
場
人
物
は
、
治
水
や
怪
物
退
治
な
ど
で
し
ば
し
ば
郷
土
を
拓
い
た
英
雄
と
み
な
さ
れ
、
氏

族
の
氏
神
や
地
域
の
産
土
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
ロ
ー
カ
ル
な
神
話
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。

※
凡　

例

○
本
文
中
、「
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
」
の
表
記
に
あ
た
っ

て
は
、
史
上
の
人
物
と
し
て
表
記
す
る
場
合
、「
す

が
わ
ら
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
み
つ
す
け
」
は
菅
原
三
穂

太
郎
満
佐
に
統
一
し
た
。
ま
た
、
伝
承
上
の
存
在

と
し
て
表
記
す
る
場
合
に
は
、「
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
」

に
統
一
し
た
。

○
引
用
文
中
の
神
名
、
人
名
、
地
名
等
の
固
有
名

詞
の
表
記
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
底
本
に
従
っ

た
。

そ
の
た
め
、
同
一
の
固
有
名
詞
で
も
読
み
振
り
、

漢
字
表
記
等
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

○
画
面
中
、
上
段
フ
レ
ー
ム
に
本
文
、
下
段
フ
レ
ー

ム
に
注
釈
、
引
用
文
の
出
典
、
参
考
文
献
等
の
補

足
を
配
し
た
。

○
注
釈
と
本
文
を
交
互
に
参
照
し
や
す
い
よ
う
、

関
連
す
る
該
当
個
所
に
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
番
号
を

振
っ
た
。
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ま
た
、「
昔
話
」「
民
話
」
と
い
う
場
合
、
神
話
伝
説
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
も
多
い
で
す
が
、
具
体

的
な
人
名
、
地
名
な
ど
を
特
定
で
き
な
い
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
は
じ
め
か
ら
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
語
ら
れ
る

と
こ
ろ
が
異
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
伝
承
」
と
い
う
場
合
、
前
述
の
分
類
に
よ
ら
な
い
、
あ
る
い
は
二
種
類
以
上
の
分
類
を
ひ
と
く
く
り

に
表
現
す
る
と
き
に
用
い
て
い
ま
す
。

　

昔
話
が
は
じ
め
か
ら
喩
え
話
や
笑
い
話
、
ま
た
は
作
り
話
と
し
て
語
ら
れ
る
の
に
対
し
、
神
話
や
伝
説
で
は
、

登
場
人
物
の
行
動
や
舞
台
背
景
が
よ
り
具
体
的
で
あ
り
、
実
際
に
起
こ
っ
た
出
来
事
と
し
て
語
ら
れ
ま
す
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
伝
説
で
あ
る
限
り
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
編
纂
意
図
（
郷
土
の
成
り
立
ち
、
登
場
人
物
と
そ
の

家
系
に
連
な
る
一
族
の
神
秘
性
、
支
配
の
正
統
性
の
証
明
な
ど
）
が
あ
り
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
に
つ
い
て
も
同
じ
こ

と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
伝
説
の
成
立
に
隠
さ
れ
た
謎
を
解
き
明
か
す
試
み
に
、
し
ば
し
お
付
き
合
い
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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１

一　
　

太
郎 

＝ 

女
媧
の
後
裔

■　

第
一
章　

た
ろ
う
の
母 

＝ 

女
媧
の
後
裔　

■

　

男
神
伏ふ

つ
き羲

と
女
神
女じ

ょ
か媧

に
よ
る
人
類
創
造
神
話
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。2-1a

。

　

漢
代
〔
紀
元
前
二
〇
六
～
後
二
二
〇
〕
に
は
広
く
漢
族
の
間
で
信
仰
さ
れ
た
夫
婦
（
兄
妹
と
も
）
神
で
あ
り
、

現
在
で
も
中
国
西
南
地
区
の
彝イ

族
、
苗

ミ
ャ
オ

族
、
侗ト

ン

族
、
瑤ヤ

オ

族
な
ど
少
数
民
族
の
間
で
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。

　

女
媧
が
兄
と
結
婚
す
る
話
が
文
献
に
は
じ
め
て
現
れ
る
の
は
、
唐
代
〔
六
一
八
～
九
〇
七
〕
の
李
元
に
よ
る
『
独

異
志
』（
女
媧
単
独
で
は
屈
原〔
前
三
四
〇
～
前
二
七
八
〕の『
楚
辞
』2-1b 

に
す
で
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
）で
あ
り
、

こ
れ
ら
少
数
民
族
の
神
話
と
ル
ー
ツ
を
同
じ
く
す
る
。

　

漢
代
の
石
刻
画
な
ど
を
み
る
と
、
ふ
た
り
と
も
人
面
蛇
身
の
姿
を
し
て
お
り
、
伏
羲
は
手
に
曲
尺
（
直
角
定
規
）、

女
媧
は
ぶ
ん
ま
わ
し
（
コ
ン
パ
ス
）
を
握
っ
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

　

定
規
と
コ
ン
パ
ス
は
世
界
の
設
計
に
か
か
わ
る
者
の
象
徴
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
こ
こ
で
古
代
中
国
の
蛇
神
の
名
を
持
ち
出
す
か
と
い
う
と
、
こ
の
神
話
が
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
さ

ん
ぶ
た
ろ
う
成
立
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。（
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
『
閑
話
休

題
：（
三
）
ふ
た
り
の
太
郎
～
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
と
小
泉
小
太
郎
～
』
で
も
触
れ
て
い
る
。）

　

一
般
に
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』2-1c 

な
ど
に
見
ら
れ
る
日
本
の
創
世
神
話
は
、
中
国
西
南
部
の
少
数
民
族

か
ら
東
南
ア
ジ
ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
南
洋
諸
民
族
に
伝
わ
る
神
話
（
ま
た

は
そ
の
原
型
）
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
と
い
わ
れ
、
女
媧
と
伏
羲
は
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
原
型
の
ひ
と

つ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

最
も
大
き
な
共
通
点
は
、
こ
の
男
女
の
創
造
神
が
「
夫
婦
（
で
あ
る
と
同
時
に
兄
妹
）」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

筆
者
が
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
を
語
る
の
に
、
女
媧
や
伏
羲
、
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
な
ど
の
神
様
の
名
を
持
ち
出
す

理
由
は
後
ほ
ど
説
明
す
る
と
し
て
、
回
り
道
を
承
知
で
、
ま
ず
は
漢
民
族
に
伝
わ
る
人
類
創
造
神
話
と
『
記
』『
紀
』

※
注　

釈 

○2-1a　

伏
羲
は

羲
、庖
犧
、伏
戯
、包
羲
、包
犧
、

伏
犧
、
炮
犧
、

犧
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
な
表
記
を

さ
れ
る
。

○2-1b　
『
楚
辞
』
天
問
篇
に
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。

　

登
立
爲
帝　

孰

之

　

女
媧
有
體　

孰
制
匠
之

（
女
媧
を
立
て
て
帝
と
し
た
の
は
誰
が
導
い
て
あ
が

め
た
の
か
）

（
そ
の
女
媧
の
ふ
し
ぎ
な
形
は
誰
が
そ
れ
を
制
作
し

た
の
か
）

　

後
段
は
「
人
間
を
作
っ
た
の
が
女
媧
な
ら
、
そ

の
女
媧
を
作
っ
た
の
は
一
体
何
者
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
程
度
の
意
味
。

　

た
だ
し
、
作
者
の
屈
原
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で

書
い
た
か
は
不
明
。

○2-1c　

以
下
、
本
文
中
『
記
』『
紀
』
と
表
記
す

る
場
合
は
、
前
者
を
、『
古
事
記
』、
後
者
を
『
日

本
書
紀
』
を
指
す
も
の
と
す
る
。
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神
話
を
比
較
し
な
が
ら
、
類
似
点
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　

□　

女
媧
、
人
を
創
る

　

女
神
女
媧
は
孤
独
で
あ
っ
た
。

　

女
媧
は
寂
し
さ
を
ま
ぎ
ら
す
た
め
、
自
分
に
似
た
生
き
物
を
創
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。

　

池
の
そ
ば
に
う
ず
く
ま
り
、
泥
と
水
を
混
ぜ
、
自
分
の
姿
に
似
せ
て
こ
ね
上
げ
て
命
を
吹
き
込
ん
だ
。

　

女
媧
は
そ
の
生
き
物
に
「
人
」
と
い
う
名
を
与
え
、
地
上
を
任
せ
よ
う
と
考
え
た
。

　

続
い
て
女
媧
は
、
世
界
を
人
で
あ
ふ
れ
さ
せ
よ
う
と
考
え
、
ひ
と
り
ず
つ
こ
ね
あ
げ
て
い
っ
た
が
、
途
中
で
面

倒
に
な
っ
た
女
媧
は
、
そ
ば
に
あ
っ
た
縄
に
泥
を
つ
け
て
ひ
と
振
り
し
た
。

　

す
る
と
飛
び
散
っ
た
滴
は
人
間
に
な
っ
た
。

　

便
利
に
思
っ
た
女
媧
は
、
こ
の
方
法
で
さ
ら
に
多
く
の
人
を
創
り
、
や
が
て
大
地
は
人
で
あ
ふ
れ
た2-1d

。

　

□　

女
媧
、
天
を
修
復
す
る

　

あ
る
と
き
、
天
の
半
分
が
崩
れ
落
ち
て
大
き
な
穴
が
あ
き
、
大
地
に
裂
け
目
が
生
じ
た
。

　

大
火
と
洪
水
が
世
界
を
襲
い
、
多
く
の
人
が
死
ん
だ
。

　

女
媧
は
、
五
色
の
石
を
溶
か
し
た
に・

か・

わ・

を
塗
っ
て
、
天
地
を
修
復
し
た
。

　

ま
た
、
修
理
し
た
天
地
が
ふ
た
た
び
崩
れ
落
ち
な
い
よ
う
に
、
鼇

お
お
が
めの

足
を
切
っ
て
つ
っ
か
え
棒
に
し
た
。

　

こ
の
原
初
の
兄
妹
神
が
世
界
の
創
造
に
か
か
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
日
本
神
話
に
も
あ
る
。

　
『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
、
天
地
の
初
め
に
、
ま
ず
天あ

め

之の

御み

中な
か

主ぬ
し

神
、
高た

か

御み

産む

巣す

日び

神
、
神か

御み

産む

巣す

日び

神
、
宇う

摩ま

志し

阿あ

斯し

訶か

備び

比ひ

古こ

遅ぢ

神
の
誕
生
に
続
き
、

○2-1d　

女
媧
が
手
ず
か
ら
創
っ
た
人
間
は
す
ぐ

れ
た
才
能
を
持
ち
、
泥
の
滴
か
ら
生
ま
れ
た
人
間

は
、
劣
っ
た
才
能
し
か
持
た
な
か
っ
た
。

　

人
間
の
能
力
に
優
劣
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で

あ
る
、
と
い
う
説
明
が
加
わ
る
場
合
も
あ
る
。
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次
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
国く

に

之の

常と
こ

立た
ち

神
、
次
の
豊と

よ
く
も
の

蜘
蛛
野
神
。
此
の
二
柱
の
神
も
亦
独
神
と
鳴
り
坐
し
て
、
身
を

隠
し
た
は
ひ
き
。

　

次
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
宇う

比ひ

地ぢ

邇に

神
、
次
に
妹
須す

ひ

ぢ

に

比
智
邇
神
。
次
に
角つ

の
ぐ
ひ杙

神
。
次
に
活い

く
ぐ
ひ杙

神
。
次
に
意お

富ほ

斗と

能の

地ぢ

神
、
次
に
大お

ほ
と
の
べ

斗
乃
弁
神
。
次
に
於お

も

だ

る

母
陀
流
神
、
次
に
妹
阿あ

や

か

し

こ

ね

夜
訶
志
古
泥
神
。
次
に
伊い

ざ

な

ぎ

耶
那
岐
神
、
次
に
妹
伊い

耶ざ

那な

美み

。

と
あ
り
、
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
は
オ
モ
ダ
ル
と
ア
ヤ
カ
シ
コ
ネ
と
い
う
一
組
の
神
々
に
続
い
て
生
ま
れ
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

加
え
て
『
日
本
書
紀
』
に
は

　

次
に
神
有
す
。
面

お
も
だ
る
の
み
こ
と

足
尊
・
惶か

し
こ
ね根

尊
。
亦
は
吾あ

や
か
し
こ
ね

屋
惶
尊
と
曰
す
。
亦
は
忌い

む
か
し
き

橿
城
尊
と
曰
す
。

　

亦
は
青あ

お
か
し
き
ね

橿
城
根
尊
と
曰
す
。
亦
は
吾あ

や
か
し
き

屋
橿
城
尊
と
曰
す
。

　

次
に
神
有
す
。
伊い

ざ
な
ぎ

弉
諾
尊
・
伊い

ざ
な
み

弉
冉
尊
。

　

一
書
に
曰
は
く
、
此
の
二
の
神
は
青
橿
城
根
尊
の
子
な
り
。

と
あ
り
、
ア
ヤ
カ
シ
コ
ネ
は
ア
オ
カ
シ
キ
ネ
と
い
う
別
名
が
あ
り
、
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
二
柱
は
こ
の
神
か
ら

生
ま
れ
た
兄
妹
神
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
謳
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ヤ
オ
族
で
採
集
さ
れ
た
神
話
で
は
、

　

大
洪
水
の
た
め
人
類
が
滅
び
、
伏
羲
、
女
媧
の
兄
妹
だ
け
が
残
っ
た
。

　

二
人
は
天
井
に
登
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
や
が
て
成
長
す
る
と
、
兄
は
妹
に
求
婚
し
た
。

　

女
媧
は
は
じ
め
伏
羲
の
求
婚
を
断
っ
た
が
、
つ
い
に
は
断
り
き
れ
ず
、
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「
わ
た
し
を
追
い
か
け
て
、
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
あ
な
た
の
妻
に
な
り
ま
し
ょ
う
。」

　

と
い
っ
て
、
大
樹
の
ま
わ
り
を
駆
け
め
ぐ
っ
た
。

　

伏
羲
は
女
媧
の
後
を
追
い
か
け
た
が
、
女
媧
の
足
が
速
く
て
追
い
つ
け
な
か
っ
た
の
で
、
逆
ま
わ
り
に
駆
け
て

つ
い
に
彼
女
を
捕
え
た
。

　

こ
う
し
て
ふ
た
り
は
夫
婦
に
な
っ
た
が
、
女
媧
が
生
ん
だ
子
は
肉
塊
で
あ
っ
た
。

と
か
、

　

洪
水
か
ら
生
き
残
っ
た
の
は
伏
羲
と
女
媧
の
兄
妹
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
二
人
が
夫
婦
に
な
る
以
外
に
、
子
孫
を

も
う
け
る
方
法
は
な
か
っ
た
。

　

兄
に
求
婚
さ
れ
た
女
媧
は
、
は
じ
め
は
た
め
ら
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
「
私
が
先
に
駆
け
る
か
ら
、
あ
と
を
追
っ

て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
あ
な
た
が
追
い
つ
け
た
ら
結
婚
し
ま
し
ょ
う
。」
と
答
え
、
大
き
な
山
の
ま
わ
り
を
駆
け
は

じ
め
た
。

　

伏
羲
は
あ
と
を
追
っ
た
が
、
女
媧
の
足
は
速
く
、
七
周
し
て
も
追
い
つ
け
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
匹
の
亀
が
伏
羲
に
、
向
き
を
変
え
て
回
れ
ば
女
媧
を
捕
ま
え
ら
れ
る
と
教
え
た
の
で
、
伏
羲
は
い

わ
れ
た
と
お
り
に
し
て
、
女
媧
と
鉢
合
わ
せ
し
た
。

　

女
媧
は
亀
の
口
出
し
を
怒
っ
て
、
こ
れ
だ
け
で
は
夫
婦
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
い
、
も
う
一
度
別
の
方

法
で
占
お
う
と
提
案
し
た
。

　

そ
し
て
ふ
た
り
は
、
ひ
き
臼
の
上
下
の
石
を
そ
れ
ぞ
れ
山
の
頂
か
ら
こ
ろ
が
し
、
う
ま
く
重
な
っ
た
ら
夫
婦
に

な
る
こ
と
を
き
め
、
兄
妹
で
臼
を
背
負
っ
て
向
か
い
合
っ
た
山
に
登
り
、
こ
ろ
が
し
落
と
す
と
臼
は
ぴ
っ
た
り
重

な
っ
た
。

　

そ
こ
で
ふ
た
り
は
約
束
ど
お
り
結
婚
し
た
が
、
は
じ
め
に
生
ま
れ
た
子
は
肉
塊
で
あ
っ
た
。
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伏
羲
は
腹
を
立
て
、
こ
れ
を
切
り
刻
む
と
、
肉
片
か
ら
人
間
た
ち
が
生
ま
れ
た
。

と
あ
り
、
ま
た
ミ
ャ
オ
族
に
は
、

　

昔
、天
を
支
え
る
十
二
本
の
柱
を
立
て
た
と
き
、香
炉
山（
第
四
番
目
の
天
柱
）を
め
ぐ
り
、天
帝
の
娘
阿ア

ビ
エ別

と
ミ
ャ

オ
族
の
若
者
阿ア

ブ
ウ補

が
恋
を
し
た
。

と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。

　
『
古
事
記
』
に
は
、

　

爾こ
こ

に
伊
耶
那
岐
命
詔
り
た
ま
は
く
、「
然
か
ら
ば
吾あ

と
汝な

と
天あ

め

の
御み

は
し
ら柱

を
行
き
廻め

ぐ

り
逢あ

ひ
て
、
み
と
の
ま
ぐ
は
ひ

為せ

む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

　

如か

く此
期ち

ぎ

り
て
、
乃
ち
「
汝
は
右
よ
り
廻
り
逢
へ
。
我
は
左
よ
り
廻
り
逢
は
む
。」
と
詔
り
た
ま
ひ
、
約ち

ぎ

り
竟お

へ
て

廻
る
時
、
伊
耶
那
美
命
、
先
に
「
あ
な
に
や
し
え
を
と
こ
を
」
と
言
ひ
、
後
に
伊
耶
那
岐
命
、「
あ
な
に
や
し
え
を

と
め
を
」
と
言
ひ
、
各

お
の
お
の

言
ひ
竟
へ
し
後
、
其
の
妹
に
告
げ
て
曰
り
た
ま
は
く
、「
女を

み
な人

の
先
に
言
へ
る
は
良
か
ら
ず
」

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
然
れ
ど
も
く
み
ど
に
興お

こ

し
て
、
子
の
水ひ

る

こ
蛭
子
を
生
む
。

　
『
日
本
書
紀
』
で
は
、

　

即
ち
天

あ
め
の
み
は
し
ら

柱
を
巡
ら
む
と
し
て
約ち

ぎ束
り
て
曰

の
た
ま

は
く
、「
妹い

も

は
左
よ
り
廻
れ
。
吾わ

れ

は
当ま

さ

に
右
よ
り
巡
ら
む
」
と
の
た

ま
ふ
。

　

既
に
し
て
分
か
れ
巡
り
て
相あ
偶
ひ
た
ま
ひ
ぬ
。

　

陰め
が
み神

、
乃

す
な
は

ち
先ま

ず
唱と

な

へ
て
曰
は
く
ゑ
、「
妍

あ
な
に
ゑ
や哉

、
可え
愛
少を

と
こ男

を
」
と
の
た
ま
ふ
。
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陽を
か
み神

、
後
に
和
へ
て
曰
は
く
、「
妍
哉
、
可え
愛
少を

と
め女

を
」
と
の
た
ま
ふ
。

　

遂
に
為

み
と
の
ま
ぐ
わ
ひ

夫
婦
し
て
、
先
ず
蛭ひ

る
こ子

を
生
む
。

と
あ
り
、
二
柱
が
結
婚
す
る
と
き
、
樹
木
や
山
な
ど
の
高
い
物
の
ま
わ
り
を
ま
わ
る
と
こ
ろ2-1e

、
二
柱
の
間
に

生
ま
れ
た
最
初
の
子
ど
も
が
不
具2-1f

で
あ
る
こ
と
ま
で
共
通
し
て
い
る
。

　

□　

第
一
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
蛇
」

　

前
項
で
触
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
加
え
て
、
二
組
の
夫
婦
神
に
は
大
き
な
共
通
点
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
伏
羲
と
女
媧
、
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
が
「
蛇
」
の
身
体
的
特
徴
を
持
つ
点
で
あ
り
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う

の
母
と
イ
ザ
ナ
ミ
、
女
媧
を
ひ
と
つ
に
結
び
つ
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、『
古
事
記
』
で
は
、
黄
泉
の
国
へ
去
っ
た
イ
ザ
ナ
ミ
と
イ
ザ
ナ
ギ
が
再
会
す
る
場
面
で
イ
ザ
ナ
ミ
の

変
わ
り
果
て
た
姿
を
、

　

宇う

じ

た

か

れ

こ

こ

ろ

き

て

士
多
加
禮
許
呂
岐
弖
、
頭

か
し
ら

に
大
雷
居あ

り
、
胸
に
は
火

ほ
の
い
か
ず
ち雷

居
り
、
陰ほ

と

に
は
折

さ
き
い
か
ず
ち雷

居
り
、
左
の
手
に
は
若
雷
居
り
、

右
の
手
に
は
土
雷
居
り
、
左
の
足
に
は
鳴

な
り
い
か
ず
ち雷

居
り
、
右
の
足
に
は
伏

ふ
し
い
か
ず
ち雷

居
り
、
并
せ
て
八
は
し
ら
の
雷

い
か
ず
ち
が
み神

成
り

居
り
き
。

　
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
五
段
一
書
第
九
で
は
、

　

時
に
伊い

ざ
な
み
の
み
こ
と

弉
冉
尊
、
張は
滿
れ
太た

た高
え
り
。
上
に
は
八や

く
さ色

の
雷い

か
ず
ち公

有
り
。
…
中
略
…　

八
色
の
雷
と
所い
謂
ふ
は
、
頭

か
し
ら

に
在
る
は
大

お
ほ
い
か
ず
ち

雷
と
曰い

ふ
。
胸
に
在
る
は
火

ほ
の
い
か
ず
ち

雷
と
曰
ふ
。
腹
に
在
る
は
土

つ
ち
い
か
ず
ち

雷
と
曰
ふ
。
背

そ
び
ら

に
在
る
は
稚

わ
か
い
か
ず
ち

雷
と
曰
ふ
。

○2-1e　

古
事
記
で
は
天あ

め

の
御み

は
し
ら柱

、
日
本
書
紀
で

は
天

あ
め
の
み
は
し
ら

柱
、
国く

に
な
か
の
み
は
し
ら

中
之
御
柱
。

○2-1f　

古
事
記
で
は
水
蛭
子
、
日
本
書
紀
で
は

蛭
子
。
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女
媧
の
後
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尻か
く
れに

在
る
は
黒

く
ろ
い
か
ず
ち

雷
と
曰
ふ
。
手
に
在
る
は
山

や
ま
い
か
ず
ち

雷
と
曰
ふ
。
足
の
上
に
在
る
は
野の

い
か
ず
ち雷

と
曰
ふ
。
陰ほ

と

の
上
に
在
る
は

裂さ
く
い
か
ず
ち

雷
と
曰
ふ
。

と
表
現
し
て
い
る
。

　

古
代
に
お
い
て
は
、
雷
が
蛇
行
し
な
が
ら
大
地
に
刺
さ
る
様
は
蛇
と
同
一
視
さ
れ
、
雷
鳴
は
「
か・

み・

な・

り・

」
と

い
う
読
み
の
と
お
り
神
の
声
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
蛇
が
水
神
と
さ
れ
る
の
は
、
雷
が
雨
を
と
も
な
う
か
ら
で

あ
る
。

　

つ
ま
り
雷
は
蛇
神
で
あ
り
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
死
体
に
巣
く
う
八
色
の
雷
は
蛇
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
醜
い
自
分
の
姿
を
見
ら
れ
た
イ
ザ
ナ
ミ
が
、
逃
げ
る
イ
ザ
ナ
ギ
を
八
体
の
雷
神
に
追
わ
せ
る
記
述
か
ら
、

イ
ザ
ナ
ミ
が
雷
＝
蛇
の
支
配
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

蛇
神
の
親
玉
イ
ザ
ナ
ミ
は
、
自
身
も
強
大
な
蛇
神
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

イ
ザ
ナ
ギ
に
つ
い
て
は
、
蛇
身
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
直
接
的
な
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
黄
泉
の
国
か
ら
逃
げ
帰
っ
た
イ
ザ
ナ
ギ
が
阿あ

わ
き
が
は
ら

波
岐
原
で
禊

み
そ
ぎ

を
す
る
場
面
に
つ
い
て
、
日
本
神
道
の
「
ミ

ソ
ギ
」
を
蛇
の
脱
皮
に
重
ね
あ
わ
せ
た
「
身
削
ぎ
」
で
あ
り
、
イ
ザ
ナ
ギ
が
蛇
の
属
性
を
持
つ
神
格
で
あ
っ
た
と

す
る
説2-1g

も
あ
り
、
イ
ザ
ナ
ギ
が
女
媧
の
配
偶
神
伏
羲
の
流
れ
を
汲
む
と
す
れ
ば
、
同
じ
く
蛇
身
で
あ
っ
た
可

能
性
は
高
い
。

　

女
媧
と
伏
羲
、
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
が
蛇
神
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
の
は
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
の
母
が

イ
ザ
ナ
ミ
の
、
よ
り
正
確
に
は
イ
ザ
ナ
ミ
の
モ
デ
ル
（
か
も
し
れ
な
い
）
女
媧
の
特
徴
を
強
く
受
け
継
い
で
い
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

○2-1g　
『
祭
り
の
原
理
』
中
野
裕
子
著

○2-1h　

夫
で
あ
る
イ
ザ
ナ
ギ
に
「
膿う

み

沸わ

き
蛆う

じ

流た
か

る
」
肉
体
か
ら
雷
が
生
ま
れ
る
姿
を
見
ら
れ
、
黄

泉
の
国
に
永
久
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

た
イ
ザ
ナ
ミ
に
は
じ
ま
り
、『
古
事
記
』
中
、
本
性

で
あ
る
蛇
身
を
見
ら
れ
て
怒い

か

っ
た
肥ひ

な
が
ひ
め

長
比
賣
が
夫

ホ
ム
チ
ワ
ケ
を
追
う
姿
、
豊と

よ
た
ま
び
め

玉
毘
賣
が
出
産
時
に

八や
ひ
ろ
わ
に

尋
和
邇
（
サ
メ
ま
た
は
海
蛇
）
の
本
性
を
見
ら

れ
た
こ
と
を
恥
じ
て
、
海
神
国
に
去
っ
て
し
ま
う

姿
な
ど
が
原
型
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
豊
玉
毘
賣
は
、
海
神
国
の
支
配
者
綿わ

だ
つ
み
の

津
見

大お
お
か
み神

の
娘
で
あ
り
、
鵜う

が
や
ふ
き
あ
へ
ず
の
み
こ
と

茸
草
茸
不
合
命
を
産
み
、
妹

の
玉た

ま
よ
り
び
め

依
毘
賣
は
、
そ
の
鵜
茸
草
茸
不
合
命
と
結
婚

し
て
神じ

ん
む武

天
皇
を
産
ん
で
い
る
。
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太
郎 
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女
媧
の
後
裔

　

さ
ん
ぶ
た
ろ
う
伝
説
の
前
半
部
分
が
、
蛇
女
房
譚
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

出
産
や
誕
生
の
場
面
を
見
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
約
束
を
男
が
破
っ
た
た
め
に
、
女
は
男
の
許
を
去
ら
ね
ば
な

ら
な
く
な
る
と
い
う
、
蛇
身
ゆ
え
の
弱
点
、「
み
る
な
」
の
禁
忌
の
構
造
を
持
つ
点
で
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
構
造

は
日
本
の
神
話
中
に
も
た
び
た
び
現
れ
る2-1h

。

　

つ
ま
り
、「
蛇
身
」
と
い
う
共
通
点
が
女
媧
、
イ
ザ
ナ
ミ
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
の
母
の
三
者
を
ひ
と
つ
に
つ
な
ぐ
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

□　

五
色
の
玉 

＝ 

五
行

　

さ
ん
ぶ
た
ろ
う
の
母
と
女
神
女
媧
を
つ
な
ぐ
と
思
わ
れ
る
記
述
は
他
に
も
み
ら
れ
る
。

　

さ
ん
ぶ
た
ろ
う
伝
説
中
、
母
が
た
ろ
う
に
五
色
の
玉
を
与
え
る
場
面
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
に
紹
介
し
た
女
媧

の
神
話
中
、
五
色
の
石
を
溶
か
し
た
に・

か・

わ・

で
天
の
裂
け
目
を
塞
ぐ
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
名
残
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

　

女
媧
が
使
っ
た
五
色
の
石
が
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
陰
陽
五
行
説
に

い
う
と
こ
ろ
の
宇
宙
を
構
成
す
る
五
つ
の
基
本
要エ

レ
メ
ン
ト

素
（
木
火
土
金
水
）
の
流
れ
「
五ご

ぎ
ょ
う行

」
を
表
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

前
段
で
、
た
ろ
う
の
母
が
イ
ザ
ナ
ミ
よ
り
も
女
媧
の
特
徴
を
よ
り
強
く
受
け
継
い
で
い
る
と
述
べ
た
理
由
の
一

つ
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

第
一
部
で
紹
介
し
た
『
蛇じ

ゃ
ぶ
ち淵

の
伝
説
』
で
は
、
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太
郎 

＝ 

女
媧
の
後
裔

　

実さ
ね
か
ね兼

は
太
郎
丸
を
抱
い
て
奈
義
川
の
淵
に
か
け
つ
け
た
。

　

霧
は
深
く
山
々
は
鳴
動
し
て
ふ
と
見
る
と
向
こ
う
の
山
を
八
巻
き
し
た
大
蛇
の
姿
が
眼
に
う
つ
り
。

　

そ
の
顔
だ
け
は
彼
女
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

太
郎
丸
が
泣
き
乍な

が

ら
指
差
す
滝
壺
の
中
に
は
、
赤
黄
青
白
紫
の
五
色
の
玉
が
浮
か
ん
で
い
た
。

　

ま
た
、『
三
穂
太
郎
記
』
で
は
、

　

其
時
、
ふ
し
ぎ
や
滝
つ
ぼ
の
水
中
よ
り
、
青
黄
赤
白
紫
の
五
ツ
色
あ
ざ
や
か
な
る
一
ツ
の
玉
う
き
出
た
り
、

　

…
中
略
…

　

さ
て
は
母
が
心
を
込
し
此
玉
は
、
我
子
へ
た
ま
も
の
た
ま
わ
り
し
・
・
・

な
ど
と
あ
る
。2-1i

　

な
お
、
玉
の
色
が
赤
・
黄
・
青
・
白
・
紫
で
あ
る
の
に
対
し
、
五
行
に
色
を
対
応
さ
せ
る
と
木
気
＝
青
、
火
気
＝
赤
、

土
気
＝
黄
、
金
気
＝
白
、
水
気
＝
黒
で
あ
り
、
紫
と
黒
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
よ
り
正
確
に
は
木
気
＝
青
（
あ
る
い
は
若
草
・
碧
・
緑
色
）、
火
気
＝
赤
（
あ
る
い
は
橙
・
紫
色
）、

土
気
＝
黄
（
あ
る
い
は
ベ
ー
ジ
ュ
・
黒
）、
金
気
＝
白
（
あ
る
い
は
金
・
赤
銅
、
銀
色
）、
水
気
＝
黒
（
あ
る
い
は
黒
・

紫
色
）
で
あ
り
、
五
行
で
は
紫
も
黒
も
「
水
気
」
を
表
す
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

現
に
五
行
を
表
す
神
社
の
五
色
の
吹
き
流
し
や
旗
な
ど
、
古
式
の
黒
を
紫
に
置
き
換
え
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
玉
の
五
色
は
や
は
り
五
行
を
表
す
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

母
か
ら
玉
を
授
か
っ
た
た
ろ
う
が
神
通
力
を
身
に
つ
け
る
段
は
、
女
媧
が
、
世
界
の
主
役
の
座
を
人
類
に
ゆ
ず
っ

た
よ
う
に
、
那
岐
の
守
り
神
で
あ
る
大
蛇
が
、
息
子
に
世
界
を
創
る
力
を
授
け
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
も
い

え
る
。

○2-1i　

陰
陽
五
行
説
で
は
、
す
べ
て
の
も
の
ご

と
は
五
行
に
還
元
さ
れ
る
と
説
く
。

　

詳
細
は2-1j

以
降
を
参
照
。
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太
郎 

＝ 

女
媧
の
後
裔

　

こ
こ
で
陰
陽
五
行
説
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
中
国
最
古
の
聖
王
伏ふ

つ
き羲

（
女
媧
の
夫
）
が
説
い
た
と
さ
れ
る
「
陰

陽
説
」
と
、
夏か

の
王
禹う

が
作
っ
た
と
さ
れ
る
「
五
行
説
」
の
二
つ
の
理
論
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
近
年

の
陰
陽
道
ブ
ー
ム
で
そ
の
名
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
う
。

　

陰
陽
説
で
は
、
太
極
か
ら
生
じ
た
陰
陽
、
つ
ま
り
有
無
、
加
減
、
男
女
、
明
暗
、
天
地
、
表
裏
、
吉
凶
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
対
立
す
る
二
種
類
の
要
素
で
宇
宙
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
五
行
説
で
は
、
木
火
土
金
水
の
五
大
要

素
の
循
環
で
宇
宙
が
動
く
と
す
る
。

　

中
で
も
五
行
相
生2-1j

・
五
行
相
剋2-1k

の
二
つ
の
理
論
は
有
名
で
あ
り
、
木
は
火
を
生
じ
、
火
は
土
を
生
じ
、

土
は
金
を
生
じ
、金
は
水
を
生
じ
、水
は
木
を
生
じ
る
と
す
る
の
が
相
生
説
、逆
に
水
は
火
に
勝
ち
、火
は
金
に
勝
ち
、

金
は
水
に
勝
ち
、
木
は
土
に
勝
ち
、
土
は
水
に
勝
つ
と
す
る
の
が
相
剋
説
で
あ
る
。

　

季
節
、
方
位
、
色
、
身
体
の
部
位
な
ど
、
目
に
見
え
る
も
の
も
見
え
な
い
も
の
も
す
べ
て
が
五
行
に
還
元
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

陰
陽
五
行
説
は
、
古
代
か
ら
日
本
人
の
自
然
観
や
人
間
観
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
思
想
で
あ
り
、

さ
ん
ぶ
た
ろ
う
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
々
に
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
考
え
に
従
う
な
ら
、た
と
え
ば
、た
ろ
う
の
母
を
十
二
支
で
い
う
〈
巳
（
蛇
）〉、つ
ま
り
火
気
の
者
と
す
れ
ば
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
た
ろ
う
は
土
気
の
者
と
解
釈
で
き
る
。

　

土
気
は
、
そ
の
性
質
か
ら
、
す
べ
て
の
も
の
を
生
じ
、
葬
り
去
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
四
季
に
当
て
は
め
れ

ば
季
節
の
変
わ
り
目
「
土
用
」
を
あ
ら
わ
す
。

　

つ
ま
り
、
森
羅
万
象
に
ま
ん
べ
ん
な
く
作
用
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が
土
気
の
特
徴
で
あ
り
、
中
国
で
は
、

五
つ
の
爪
を
持
つ
黄
龍
（
黄
色
は
土
気
を
あ
ら
わ
す
）
＝
帝
王
の
象
徴
で
あ
る
。

　

大
地
の
精
を
受
け
て
生
ま
れ
た
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
の
性
質
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
え
て
く
る
。

○2-1j　

五
行
相
生
説

　

五
行
相
生
説
は
紀
元
前
二
世
紀
、
前
漢
時
代
の
儒

家
董
仲
舒
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
理
論
で
、
木
は
火
を

生
み
〔
木
生
火
〕、
火
は
土
を
生
み
〔
火
生
土
〕、
土

は
金
を
生
み
〔
土
生
金
〕、金
は
水
を
生
み
〔
金
生
水
〕、

水
は
木
を
生
む
〔
水
生
木
〕
と
さ
れ
、
五
行
が
互
い

に
生
じ
な
が
ら
循
環
す
る
様
を
表
し
て
い
る
。
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１

一　
　

太
郎 

＝ 

女
媧
の
後
裔

　

ま
た
、
五
行
相
剋
的
見
方
を
す
れ
ば
、
別
の
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。

　

日
本
に
限
ら
ず
、神
霊
と
し
て
の
蛇
と
竜
は
、と
も
に
鱗
と
長
い
胴
体
を
持
つ
こ
と
か
ら
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
。

　
〈
辰
（
竜
）〉
は
、
水
気
を
司
る
者
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
太
郎
は
木
気
の
性
質
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

伝
説
中
、
た
ろ
う
（
水
気
）
が
ぞ
う
り
に
仕
込
ま
れ
た
鉄
の
針
（
金
気
）
の
せ
い
で
、
苦
し
ん
だ
末
に
死
ん
で

し
ま
う
こ
と
か
ら
、
五
行
相
剋
的
に
は
む
し
ろ
こ
ち
ら
が
ふ
さ
わ
し
い
と
も
解
釈
で
き
る
。

　

古
来
、
日
本
の
蛇
神
が
水
神
の
特
徴
を
持
ち
、
竜
と
同
一
視
さ
れ
が
ち
な
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
あ
る
い

は
当
時
の
人
た
ち
の
蛇
と
竜
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
混
淆
が
、
伝
説
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

○2-1k　

五
行
相
剋
説

　

五
行
相
克
説
は
紀
元
前
三
世
紀
ご
ろ
、
戦
国
前

期
の
思
想
家
鄒
衍
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
理
論
で
、

木
は
土
か
ら
養
分
を
吸
い
〔
木
剋
土
〕、
土
は
水
を

せ
き
止
め
〔
土
剋
水
〕、水
は
火
を
消
し
〔
水
剋
火
〕、

火
は
金
を
溶
か
し
〔
火
剋
金
〕、
金
は
木
を
枯
ら
す

〔
金
剋
木
〕
と
さ
れ
、
五
行
の
対
立
関
係
を
あ
ら
わ

し
て
い
る
。
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１

一　
　

太
郎 

＝ 

女
媧
の
後
裔

　

□　

蛇 

＝ 

ナ
ギ 

＝ 

虹  

？

　

も
し
か
し
た
ら
、
た
ろ
う
の
母
（
蛇
）
と
那
岐
の
地
の
関
わ
り
は
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
成
立
以
前
に
ま
で
遡
る
古

い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
を
考
え
る
カ
ギ
に
な
る
の
は
「
ナ
ギ
」
と
い
う
地
名
で
あ
り
、
女
媧
、
イ
ザ
ナ
ミ
、
た
ろ
う
の
母
の
三
者

を
結
ぶ
可
能
性
の
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
。

　

た
ろ
う
伝
説
発
祥
の
地
、
岡
山
県
勝か

つ
た
ぐ
ん

田
郡
奈な

ぎ
ち
ょ
う

義
町
の
町
名
は
、
町
北
部
に
そ
び
え
る
中
国
山
地
の
霊
峰
那な

ぎ
さ
ん

岐
山

に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
県
境
を
は
さ
ん
だ
日
本
海
側
、
鳥
取
県
八や

ず
ぐ
ん

頭
郡
智ち

ず
ち
ょ
う

頭
町
に
も
那な

ぎ岐
と
い
う
地

名
が
あ
る
。

　

那
岐
山
麓
に
は
伊
弉
諾
命
＝
奈な

ぎ

神
を
祀
っ
た
諾な

ぎ

神
社
が
あ
り
、「
ナ
ギ
」
の
地
名
は
、
祭
神
で
あ
る
伊い

ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

弉
諾
命

か
ら
と
っ
た
名
と
い
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
穏
や
か
さ
、
平
坦
さ
、
風
が
止
ん
だ
状
態
な
ど
を
あ
ら
わ
す
動
詞
「
な
ぎ
」
が
語
源
で
あ
り
、
那
岐
山

頂
部
分
の
平
坦
さ
や
山
麓
の
日
本
原
高
原
の
広
が
り
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
う
説
も
あ
る
。2-1m

　

イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
名
前
の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
、
一
般
に
イ
ザ
ナ
ギ
の
イ
ザ
は
「
誘

い
ざ
な

う
」、
ナ
は
「
～
の
」

に
あ
た
る
助
詞
、
ギ
は
男
を
あ
ら
わ
す
（
な
お
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
「
ミ
」
は
女
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
。
つ
ま
り
、
神

生
み
の
契
り
を
交
わ
そ
う
と
誘
い
合
う
男
女
で
あ
る
）
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
イ
ザ
ナ
ギ
の
ナ
ギ
は
蛇
を

あ
ら
わ
す
古
語
「
ナ
ギ
」
か
ら
き
て
い
る
と
す
る
説
も
あ
り
、
あ
る
い
は
、「
ナ
ギ
」
の
地
名
が
先
に
存
在
し
、
後

に
な
っ
て
伊
弉
諾
命
と
の
関
係
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
ナ
ギ
」
と
い
う
単
語
に
つ
い
て
い
え
ば
、
空
に
か
か
る
虹
と
の
関
わ
り
も
考
え
ら
れ
る
。

　

虹
と
蛇
を
同
一
視
す
る
信
仰
は
世
界
中
に
残
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
例
を
あ
げ
る
と
、
た
と
え
ば
長
野
県
で
は
、
虹
は
竜
（
蛇
神
の
類
）
が
天
か
ら
水
を
飲
み
に
く
る
姿
で

○2-1l　

五
行
配
当
表
（『
礼
記
』
月
令
篇
よ
り
）

五
行
方
角
季
節

色

味

臓
器
十
干

木

東

春

青

酸

脾

甲
乙

火

南

夏

赤

苦

肺

丙
丁

土

中
央

―

黄

甘

心

戊
己

金

西

秋

白

辛

肝

庚
申

水

北

冬

黒

鹹

腎

壬
癸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
鹹
＝
塩
辛
さ

　

陰
陽
思
想
と
五
行
思
想
を
結
び
つ
け
体
系
化
し

た
の
は
鄒す

う

〔
騶
〕
衍え

ん

〔
前
三
〇
五―

前
二
五
〇
〕

と
前
漢
時
代
の
董と

う
ち
ゅ
う
じ
ょ

仲
舒
の
二
人
の
思
想
家
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
前
漢
時
代
に
は
、
十
干
と
十
二
支
が
陰

陽
五
行
説
に
組
み
込
ま
れ
た
。

〔
干
支
陰
陽
五
行
説
〕

五
行

木

火

土

金

水

比
和

陽

陰

陽

陰

陽

陰

陽

陰

陽

陰

十
干

甲

乙

丙

丁

戊

己

庚

辛

壬

癸

十
二
支

寅

卯

午

巳

辰

戌

丑

未

申

酉

子

亥
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１

一　
　

太
郎 

＝ 

女
媧
の
後
裔

あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り2-1n

、
秋
田
県
で
は
空
に
虹
が
た
つ
の
を
「
ノ
ギ
（
虹
）
が
吹
い
た
」、
大
分
県

で
は
「
ジ
ャ
（
蛇
）
が
吹
い
た
」
と
い
う
表
現
が
残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
漢
字
が
生
ま
れ
た
中
国
で
は
、

「
虹
。
古

い
に
し

へ
は
竜
の
一
種
と
し
、
雄
を 

虹こ
う 

、
雌
を

と
い
う
。」（『
大
漢
和
辞
典
』）

と
あ
り
、
虹
は
竜
（
蛇
）
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
け
る
蛇
の
語
源
に
は
、
い
く
つ
か
の
系
統
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
現
在
我
々
が
用

い
て
い
る
「
ヘ
ビ
」
と
い
う
語
の
原
型
で
あ
る
「
倍ヘ

ミ美
」「
ハ
ミ
」「
ハ
メ
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

　

奈
義
町
に
近
い
地
域
の
例
で
は
、
兵
庫
県
佐
用
郡
で
マ
ム
シ
を
ク
チ
ハ・

メ・

、
鳥
取
県
の
一
部
や
岡
山
県
勝
田
郡

で
ク
チ
ャ
メ
、
久
米
郡
あ
た
り
で
ク
チ
ハ
ミ
、
ク
チ
ャ
ー
メ
な
ど
と
呼
ぶ
の
は
こ
の
系
統
に
属
す
る
。

　

ま
た
、
民
俗
学
者
の
柳
田
國
男
氏
や
方
言
学
者
の
宮
良
当
壮
氏
ら
に
よ
れ
ば
、
前
出
の
倍ヘ

ミ美
と
は
別
系
統
で
、

蛇
形
の
動
物
を
総
称
す
る
「
ナ
ギ
」
と
い
う
語
か
ら
ウ
ナ・

ギ・

、
ア
ナ・

ゴ・

な
ど
が
派
生
し
た
と
さ
れ2-1o

、
虹
を
あ

ら
わ
す
ノ
ジ
、
ヌ
ジ
、
ヌ
ギ
、
ミ
ョ
ウ
ジ
な
ど
の
方
言
も
こ
こ
か
ら
派
生
し
た
と
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
秋
田
県
で
は
、
青
大
将
を
「
ア
オ
ノ
ジ
」「
ア
オ
ノ
ズ
」
と
い
い
、
同
地
で
は
虹
を
ノ
ジ
、
ノ
ズ
と
い
う
。

　

な
お
、「
蛇
＝
ナ
ギ
＝
虹
」
に
連
な
る
方
言
は
琉
球
諸
島
に
も
残
っ
て
お
り
、
池
間
島
や
竹
富
島
で
サ
キ
シ
マ
ア

オ
ヘ
ビ
を
あ
ら
わ
す
ア
ウ
ナ
ズ
、
オ
ー
ナ
ー
ジ
イ
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
、
蛇
を
あ
ら
わ
す
「
ナ
ギ
」
が
那
岐
の
語
源
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か2-1p

。

　

那
岐
と
い
う
地
名
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
用
い
ら
れ
は
じ
め
た
か
定
か
で
な
い
が
、
延
喜
一
（
九
〇
一
）
年
に
集
め

ら
れ
た
清
和
・
陽
成
・
光
孝
天
皇
の
御
代
約
三
〇
年
を
記
し
た
『
日
本
三
代
実
録
』
中
、
貞
観
五
（
八
六
三
）
年
五

○2-1m

　

穏
や
か
さ
、
平
坦
さ
、
風
の
止
ん
だ
状

態
な
ど
を
あ
ら
わ
す
動
詞
「
な
ぐ
」
が
語
源
で
あ
り
、

那
岐
山
頂
部
分
の
平
坦
さ
や
山
麓
に
広
が
る
日
本

原
高
原
の
ひ
ろ
が
り
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
う

説
も
あ
る
。

　

一
方
で
、
奈
義
町
や
隣
接
す
る
津
山
市
勝
北
地

区
（
旧
勝
北
町
）
一
帯
は
、
広ひ

ろ
ど
か
ぜ

戸
風
と
い
う
局
地
暴

風
で
有
名
な
地
域
で
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
な

ぐ
」
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
遠
い
と
い
え
る
。

○2-1n　

同
じ
長
野
県
小
代
田
町
真
楽
寺
の
小
沼

の
池
に
は
蛇
が
す
む
と
い
わ
れ
、
虹
が
立
ち
あ
が

る
と
い
う
。

　

甲
賀
三
郎
（
＝
諏
訪
明
神
）
が
地
底
の
維ゆ

い
ま
ん曼

国

で
十
数
年
を
過
ご
し
た
後
、
大
蛇
の
姿
で
姿
を
あ

ら
わ
し
た
の
も
こ
の
池
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

長
野
県
に
は
、
他
に
も
上
田
・
松
本
地
方
を
中

心
に
小
泉
小
太
郎
（
ま
た
は
泉
小
太
郎
、白
龍
太
郎
）

の
伝
説
が
あ
り
、
母
親
が
竜
（
蛇
）
で
あ
っ
た
り
、

母
か
ら
受
け
継
い
だ
力
で
、
治
水
や
開
墾
な
ど
の

偉
業
を
成
す
と
こ
ろ
な
ど
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
と
の

類
似
点
も
多
く
興
味
深
い
。

※�

く
わ
し
く
は
後
述
の
「
閑
話
休
題(

三)

ふ
た

り
の
太
郎
～
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
と
小
泉
小
太
郎
～
」

を
参
照
。
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１

一　
　

太
郎 

＝ 

女
媧
の
後
裔

月
二
十
八
日
条
に
、

　

美
作
國
從
五
位
下
天
石
戸
門
別
神
、
奈な

ぎ

神
、
大
佐
々
神
、
並
授
從
五
位
上

と
あ
り
、「
奈な

ぎ

神
」
が
従
五
位
上
の
神
階
を
授
け
ら
れ
た
記
録
が
あ
る2-1q

。

　

こ
れ
が
現
在
の
諾な

ぎ

神
社
の
前
身
で
あ
り
、
那
岐
、
奈
義
の
語
源
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ん
ぶ
た
ろ
う
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
三さ

ん
ぶ
た
ろ
う
み
つ
す
け

穂
太
郎
満
佐
が
活
躍
し
た
の
が
十
三
世
紀
鎌
倉
時
代
と
い
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
ま
ま
伝
説
と
那
岐
の
語
源
を
結
び
つ
け
る
の
は
む
ず
か
し
い
が
、
蛇
と
那
岐
の
意
外
な
関
わ
り
の
深
さ
か
ら

想
像
す
る
と
、「
ナ
ギ
」
の
地
名
の
元
に
な
っ
た
古
代
の
蛇
信
仰
が
ま
ず
在
っ
て
、
そ
の
蛇
と
し
て
の
神
格
の
共
通

性
か
ら
祭
神
が
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
に
置
き
換
わ
り
（
諾な

ぎ

神
社
・
冉な

み

神
社
）、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
信
仰
の
名
残
が

蛇
女
房
譚
に
結
び
つ
い
た
結
果
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
伝
説
の
前
半
部
分
の
祖
形
が
で
き
あ
が
っ
た
、
な
ど
と
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
蛇
神
」
と
活
字
に
あ
ら
わ
す
と
禍
々
し
い
感
じ
も
す
る
が
、
実
は
も
っ
と
も
古
い
神
の
姿
で
あ
る
。

　

か
つ
て
、
脱
皮
に
よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
り
を
繰
り
返
す
蛇
は
、
不
死
と
再
生
、
長
生
に
よ
る
知
恵
を
象
徴
す
る

神
聖
な
生
き
物
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
の
一
神
教
を
除
け
ば
、
由
緒
正
し
い
神
の
ル
ー
ツ
は
蛇
に
た
ど
り
つ
く
場
合

が
多
い
。（
あ
る
い
は
、
聖
書
で
も
サ
タ
ン
や
悪
蛇
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
異
教

の
神
々
＝
悪
魔
は
、
し
ば
し
ば
蛇
の
姿
で
表
現
さ
れ
る
。）

　

日
本
の
神
話
で
も
、
イ
ザ
ナ
ミ
命
（
あ
る
い
は
イ
ザ
ナ
ギ
命
）、
三
輪
山
の
大お

お
も
の
ぬ
し

物
主
神
、
ス
サ
ノ
オ
命
に
退
治
さ

れ
た
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
、
豊と

よ
た
ま
び
め

玉
毘
賣
、
玉た

ま
よ
り
び
め

依
毘
賣
な
ど
出
自
が
古
く
、
由
緒
正
し
い
神
の
多
く
に
蛇
の
特
徴
が
み
ら

れ
る
。

○2-1o

　

�『
定
本
柳
田
國
男
集19

』「
靑
大
將
の
起
源
」「
虹

の
語
音
變
化
な
ど
」

　

�『
宮
良
當
壯
全
集13

』「
虹
の
語
学
的
研
究
」「
虹

の
語
原
説
に
就
い
て
」

○2-1p　

残
念
な
が
ら
、そ
の
も
の
ず
ば
り「
ナ
ギ
」

と
い
う
呼
び
名
で
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
岡
山
県

内
の
例
で
は
、
同
系
統
と
思
わ
れ
る
虹
を
あ
ら
わ

す
ビ
ョ
ー
ジ
、
ビ
ョ
ー
ブ
と
い
う
方
言
が
見
ら
れ

る
。

○2-1q　

諾
神
社
の
創
建
年
代
に
つ
い
て
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
、

『
大
日
本
史
』
に

　

奈
義
神
社　

癸
一
作
義
在
勝
田
郡　

神

記
云
廣

岡

成
松
村
今
属
勝
北
郡
相
傳
在
中
奈
義
山
上
後
移

其
山
下

『
美
作
國
鏡
』
に

　

従
五
位
上
奈
義
神

廣
岡

奈
義
山
に
座
す
今
は

麓
に
遷
し
奉
り
て
な
き
（
諾
）
大
名
神
な
み
（
冉
）

大
明
神
二

と
せ
り
三
代
實

に
見
ゐ
て

き

な
り

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
那
岐
山
頂
に
あ
っ
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１

一　
　

太
郎 

＝ 

女
媧
の
後
裔

　

さ
ん
ぶ
た
ろ
う
の
母
も
、
こ
れ
ら
知
恵
あ
る
蛇
の
末
裔
か
も
し
れ
な
い
。

た
も
の
が
暴
風
で
社
殿
が
倒
壊
し
た
た
め
、
中
世

に
な
っ
て
山
麓
に
遷
祀
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
後
、
成
松
不お

い
せ
ぬ老

の
杜も

り

（『
大
日
本
史
』
中
、

廣
岡

成
松
村
と
あ
る
の
は
現
在
社
殿
が
あ
る
奈
義

町
成
松
地
区
の
こ
と
）
に
あ
っ
た
神
社
は
、
明
治

末
期
に
陸
軍
日
本
原
演
習
場
が
設
け
ら
れ
、
神
域

の
近
く
に
砲
弾
が
落
下
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

現
在
の
成
松
字
奥
の
宮
に
遷
座
し
て
い
る
。

　

な
お
、
明
治
六
年
二
月
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
た

折
、
一
時
社
号
を
成
松
神
社
と
称
し
て
い
た
が
、
明

治
十
六
年
に
諾
神
社
に
復
し
、
現
在
に
い
た
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
和
銅
三
年
奈

大
明
神
の
分
霊
を
勧
請
し

て
麓
の
宮
内
村
不お

い
せ
ぬ老

の
杜も

り

に
奉
遷
し
た
の
が
那
美

大
明
神
（『
東
作
誌
』
宮
内
村
之
記
に
は
“

冊
大

明
神
”

と
あ
る
）
で
あ
り
、
明
治
四
年
那
美
神
社

と
改
め
、
同
五
年
二
月
に
現
在
の
社
号
で
あ
る
宮

内
神
社
と
な
っ
た
。

　

諾
神
社
が
イ
ザ
ナ
ギ
命
を
祀
る
の
に
対
し
、
こ

ち
ら
は
イ
ザ
ナ
ミ
命
を
祭
神
と
し
て
い
る
。

○2-1r　

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
母
神
テ
ィ
ア
マ
ト
（
巨

大
な
海
蛇
）、
ム
シ
ュ
フ
シ
ュ
（
角
と
ラ
イ
オ
ン
の

前
足
、
ワ
シ
の
後
ろ
足
を
持
つ
翼
が
は
え
た
聖
な
る

毒
蛇
）、
イ
ン
ド
の
ナ
ー
ガ
（
多
頭
の
コ
ブ
ラ
や
人

面
蛇
身
で
表
現
さ
れ
る
）、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ウ
ロ

ボ
ロ
ス
蛇
、
北
欧
神
話
の
ミ
ズ
ガ
ル
ズ
蛇
（
自
分

の
尾
を
く
わ
え
た
リ
ン
グ
状
の
蛇
）、
中
国
の
龍ロ

ン

、

伏ふ
つ
き羲

と
女
神
女じ

ょ
か媧

な
ど
数
え
上
げ
れ
ば
切
り
が
な
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太
郎 

＝ 

女
媧
の
後
裔

い
ほ
ど
で
あ
る
。
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創
世
の
巨
人
「
盤
古
」

■　

第
二
章　

創
世
の
巨
人
「
盤
古
」　

■

　

和
銅
六
（
七
一
三
）
年
、
元
明
天
皇
の
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
常ひ

た
ち
の
く
に
ふ
ど
き

陸
国
風
土
記
』
那な

が賀
郡
の
条
に
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

　

平ひ
ら
つ津

の
駅う

ま
や家

の
西
一
二
里
に
岡
有
り
。
名
を
大お

お
く
し櫛

と
い
ふ
。
上
古
、
人
あ
り
。
躰

か
た
ち

極き
わ

め
て
長お

お
き大

く
、
身
は
丘
壟

の
上
に
居
な
が
ら
、
手
は
海
浜
の
蜃
を
摎
り
ぬ
。
其
の
食
へ
る
貝
、
積
聚
り
て
岡
と
成
り
き
。
時
の
人
、
大
桍
の

義
を
取
り
て
、
今
は
大
櫛
の
岡
と
謂
ふ
。
其
の
踐
み
し
跡
は
、
長
さ
四
十
余
歩
、
広
さ
二
十
余
歩
、
尿

ゆ
ま
り

の
穴
の
径

は
二
十
余
歩
許
な
り
。2-2a

　

ま
た
、『
播は

り
ま
の
く
に
ふ
ど
き

磨
国
風
土
記
』
託た

か賀
郡
の
条
に
、

　

右
、
託
加
と
名
づ
く
る
所
以
は
、
昔
、
大お

お
ひ
と人

あ
り
て
、
常
に
勾

か
が
ま

り
行
き
き
。
南
の
海
よ
り
北
の
海
に
至
り
、
東
よ

り
巡
り
行
き
し
時
、
此
の
土く

に

に
到い

た来
り
て
、
云
ひ
し
く
。「
他

あ
だ
し
く
に土

は
卑
し
け
れ
ば
、
常
に
勾

か
が
ま

り
伏
し
て
行
き
き
。
此

の
土
に
高
け
れ
ば
、
申の

び
て
行
く
。
高
き
か
も
」
と
い
ひ
き
。
故
、
託
賀
の
郡
と
い
ふ
。
其
の
踰ふ

み
し
迹

あ
と
ど
こ
ろ処

は
沼

と
成
れ
り
。

と
あ
る
。

　

中
で
も
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
大
人
（
巨
人
）
に
は
、
あ
き
ら
か
に
国
造
り
の
神
の
特
徴
が
見
え
、

大
地
を
踏
み
し
め
た
跡
が
沼
に
な
る
と
こ
ろ
な
ど
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
近
い
。

○2-2a　
「
平
津
の
駅
家
の
西
一
、二
里
の
と
こ
ろ

に
岡
が
あ
る
。
名
を
大
櫛
と
い
う
。
上
古
に
人
が

あ
っ
た
が
、
身
体
は
き
わ
め
て
た
け
た
か
く
、
か
ら

だ
は
小
高
い
丘
に
居
り
な
が
ら
、
そ
の
手
は
海
浜
の

大
蛤
を
ひ
じ
く
り
出
し
て
食
っ
た
。
そ
の
食
っ
た
貝

が
積
も
り
積
も
っ
て
岡
と
な
っ
た
。
そ
の
当
時
の
人

は
大
く・

じ・

り・

の
意
味
で
い
っ
た
が
、
今
で
は
大
櫛
の

岡
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
〔
巨
人
の
〕
踏
ん
だ
跡
は
、

長
さ
が
三
十
数
歩
、
巾
が
二
十
数
歩
あ
る
。
小
便
を

し
た
穴
の
径
は
二
十
数
歩
ほ
ど
あ
る
だ
ろ
う
。」

　
『
風
土
記
』
吉
野
裕
訳
（
平
凡
社
）
よ
り
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□　

第
二
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
巨
人
」

　

妖
怪
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ウ2-2b

の
伝
承
に
つ
な
が
る
こ
れ
ら
の
巨
人
が
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
の
巨
大
さ
の
原
型
に
な
っ

た
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
こ
に
は
た
ろ
う
伝
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
も
い
え
る
「
死
」
の
鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ
は

見
ら
れ
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
の
「
死
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

実
は
、
こ
の
巨
人
と
い
う
存
在
は
、
先
に
述
べ
た
「
蛇
神
」
と
な
ら
ん
で
、
古
い
神
々
に
多
く
見
ら
れ
る
形
態

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。2-2c

　

日
本
神
話
の
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
に
つ
い
て
も
『
日
本
書
紀
』
に
、

　

是こ
こ

に
二

ふ
た
は
し
らの

神
、
天あ

ま
の
う
き
は
し

井
浮
橋
に
立
た
し
て
、
戈ほ

こ

（
天あ

ま
の
ぬ
ぼ
こ

瓊
戈
）
を
投

さ
し
お
ろし

て
地く

に

を
求
む
。
因よ

り
て
、
滄
海
を
画
し
て
、

引
き
挙あ

ぐ
る
と
き
に
、
即
ち
戈
の
鋒さ

き

よ
り
垂

し
た
た
りり

落
つ
る
潮し

ほ

、
結こ

り
て
嶋し

ま

と
為
る
。
名
づ
け
て

お

の

ご

ろ

し

ま

馭
慮
嶋
と
曰
ふ
。

と
あ
り
、
二
柱
が
手
に
持
っ
た
戈
か
ら
し
た
た
る
滴
が
島
に
な
る
ほ
ど
の
、
と
て
つ
も
な
い
巨
体
で
あ
っ
た
こ
と

を
間
接
的
に
し
め
し
て
い
る
。

ま
た
、
先
に
紹
介
し
た
中
国
南
部
に
住
む
ヤ
オ
族
、
ミ
ャ
オ
族
、
リ
ー
族
な
ど
の
南
方
諸
民
族
の
間
に
は
、

「
盤ば

ん
こ古

」2-2d

と
い
う
原
初
の
巨
人
の
神
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

三
国
時
代
、
呉
〔
二
二
二
～
二
八
〇
〕
の
徐
整
が
南
方
少
数
民
族
の
神
話
伝
説
を
元
に
編
纂
し
た
『
三
五
暦
記
』

に
も
、
盤
古
の
神
話
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
概
略
を
紹
介
す
る
と
、

　

天
地
が
分
か
た
れ
る
前
、
宇
宙
は
最
初
混
沌
と
し
て
殻
に
つ
つ
ま
れ
た
卵
の
中
身
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
卵
の
中
で
何
か
が
成
長
を
始
め
、
一
万
八
千
年
か
け
て
育
っ
た
そ・

れ・

は
、
殻
を
破
っ
て
生
ま
れ
出
た
。

○2-2b　

ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ウ
は
、
地
方
に
よ
っ
て
ダ

イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
、
大
太
法
師
（
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ウ
シ
）、

ダ
イ
ラ
ボ
ウ
、
ダ
ダ
坊
な
ど
の
呼
び
名
が
あ
り
、

岡
山
で
は
太
坊
（
タ
イ
ボ
ウ
）
な
ど
と
呼
ぶ
。

○2-2c　

た
と
え
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
、
大

地
母
神
ガ
イ
ア
と
天
空
神
ウ
ラ
ノ
ス
（
ガ
イ
ア
の

息
子
で
あ
り
夫
）
の
間
に
生
ま
れ
た
ヘ
カ
ト
ン
ケ

イ
ル
（
百
腕
巨
人
）、
キ
ュ
ク
ロ
プ
ス
（
一
眼
巨
人
）

な
ど
の
巨
人
族
、
全
能
神
ゼ
ウ
ス
と
の
戦
い
に
破

れ
て
天
空
を
支
え
る
罰
を
与
え
ら
れ
た
ア
ト
ラ
ス

（
ク
ロ
ノ
ス
と
同
じ
テ
ィ
タ
ー
ン
神
族
）
な
ど
、
巨

大
な
神
々
が
多
く
登
場
す
る
。

○2-2d　

盤
古
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こ
れ
が
盤
古
と
呼
ば
れ
る
原
初
の
巨
人
で
あ
る
。

　

こ
の
時
、
卵
の
中
の
軽
く
透
き
と
お
っ
た
部
分
は
、
ゆ
っ
く
り
上
昇
し
て
天
に
な
り
、
重
く
濁
っ
た
部
分
は
沈

ん
で
大
地
に
な
っ
た
。

　

盤
古
は
、
両
手
両
足
で
天
地
を
支
え
、
再
び
両
者
が
く
っ
つ
か
な
い
よ
う
に
し
た
。

そ
の
間
も
盤
古
は
ど
ん
ど
ん
成
長
し
続
け
、
つ
い
に
は
九
万
里
も
の
背
丈
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
天
と
地
が
す
っ
か
り
固
ま
り
、
支
え
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
の
を
確
認
す
る
と
、
盤
古
は
大
地
に

倒
れ
伏
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

盤
古
が
死
ん
だ
時
、
口
か
ら
吐
い
た
息
は
風
と
雲
、
声
は
雷
鳴
、
左
目
は
太
陽
、
右
目
は
月
、
手
足
と
胴
体
は
山
、

血
は
川
、
筋
と
血
管
は
道
、
筋
肉
は
田
畑
、
髪
の
毛
や
髭
は
星
、
皮
膚
と
産
毛
は
草
木
、
骨
は
金
属
や
石
、
そ
し

て
汗
と
涙
は
雨
や
梅
雨
に
な
っ
た
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
述じ

ゅ
つ
い
き

異
記
』2-2e

の
上
巻
に
は
、

　

流
し
た
涙
は
河
に
、
息
吹
は
風
に
、
叫
び
声
は
雷
鳴
に
、
眼
光
は
稲
妻
に
な
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
広
博
物
志
』2-2f

巻
九
所
収
の
「
五
運
暦
年
記
」
に
は
、

　

盤
古
の
君
は
、
竜
首
蛇
身
に
し
て
、
嘘

ゆ
っ
く
り
はけ

ば
風
雨
と
為
り
、
吹
け
ば
雷
電
と
為
り
、
目
を
開
け
ば
昼
と
為
り
、

目
を
閉
じ
れ
ば
夜
と
為
る

○2-2e　
『
述
異
記
』

　

任
昉
〔
四
六
〇
～
五
〇
八
〕
の
撰
と
さ
れ
る
志

怪
小
説
集
。
実
際
に
は
唐
～
宋
代
〔
六
一
八
～

一
二
七
九
〕
に
任
昉
を
含
む
同
時
代
の
書
籍
か
ら

集
め
た
も
の
。

○2-2f　
『
広
博
物
志
』

董
張
華
〔
五
八
一
～
六
一
八
〕
の
編
纂
。
隋
代

〔
五
八
一
～
六
一
八
〕
ま
で
の
古
書
か
ら
の
引
用
が

多
数
あ
り
、
神
話
に
関
す
る
記
述
も
含
ま
れ
る
。
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○2-2g　

く・

ろ・

ぼ・

く・

と
も
い
い
、
酸
性
値
が
高
く

（
ｐ
ｈ
で
４
程
度
）、
火
山
灰
性
の
腐
植
度
。
土
の

色
が
黒
い
た
め
、
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
ダ
イ
コ

ン
や
サ
ト
イ
モ
な
ど
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
。

○2-2h　

　

女
媧
の
名
が
現
存
す
る
文
献
に
は
じ
め
て
登
場

す
る
の
は
、屈
原〔
前
三
四
〇
～
二
七
八
〕の『
楚
辞
』

の
「
天
問
」
に
お
い
て
、
盤
古
の
名
は
、
知
ら
れ

る
限
り
で
は
、
三
国
時
代
呉
〔
二
二
二
～
二
八
〇
〕

の
徐
整
に
よ
る
『
三
五
暦
記
』
が
最
初
と
い
わ
れ
て

い
る
。

○2-2i　

ど
ち
ら
の
神
話
も
、
文
献
に
な
る
前
か

ら
口
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ど
ち

ら
の
神
話
が
先
に
成
立
し
た
か
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
。

と
あ
り
、
蛇
神
と
の
近
縁
関
係
を
ほ
の
め
か
す
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
盤
古
だ
が
、
巨
人
で
あ
り
、
な
お
か
つ
蛇
神
の
身
体
的
特
徴
を
あ
わ
せ
持
つ
こ
と
、
天
候
を
自
在
に
操
る

こ
と
、
死
後
そ
の
肉
体
が
大
地
や
河
川
、
風
な
ど
の
自
然
物
や
自
然
現
象
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
伝
説
の
さ
ん
ぶ
た

ろ
う
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

伝
説
の
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
は
、
都
ま
で
三
歩
で
通
い
、
中
国
山
地
を
ま
た
い
で
日
本
海
と
瀬
戸
内
海
に
両
足
が
届

く
ほ
ど
の
巨
体
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
空
を
飛
び
、
天
候
を
操
り
、
死
後
そ
の
肉
は
く・

ろ・

ぼ・

こ・2-2g

と
い
う
肥
沃
な
黒
土
に
、
血
は
川
に
、
息

吹
は
広ひ

ろ
ど
か
ぜ

戸
風
と
い
う
大
風
を
呼
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

神
話
の
盤
古
が
、
死
し
て
世
界
そ
の
も
の
に
な
っ
た
よ
う
に
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
は
、
母
（
＝
大
蛇
）
か
ら
那
岐

と
い
う
小
世
界
を
切
り
拓
く
役
割
を
託
さ
れ
た
「
小
盤
古
」
と
い
え
る
存
在
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

□　

伝
説
が
語
り
か
け
る
も
の

　

こ
こ
ま
で
読
み
進
ん
で
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
伝
説
の
成
立
が
、
美
作
地
方
北
東
部
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
地
域
の

神
話
、
伝
説
の
影
響
を
直
接
、
ま
た
は
間
接
に
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
お
気
づ
き
の
こ
と
と
思
う
。

　

さ
ん
ぶ
た
ろ
う
の
母
（
＝
女じ

ょ
か媧

の
末
裔
）
と
い
い
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
（
＝
小
盤
古
）
と
い
い
、
現
段
階
で
は
推

測
の
域
を
出
な
い
が
、
単
な
る
偶
然
と
も
考
え
に
く
い
。

　

さ
ん
ぶ
た
ろ
う
伝
説
の
成
立
に
か
か
わ
っ
た
人
た
ち
に
中
に
は
、
大
陸
の
文
物
や
思
想
を
知
る
人
た
ち
が
含
ま

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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第　

章

Ｃ
ｈ

ａ
ｐ

ｔ
ｅ

ｒ２

二　
　

創
世
の
巨
人
「
盤
古
」

　

先
に
紹
介
し
た
中
国
の
創
世
神
話
で
は
、
人
類
は
盤
古
の
亡
骸
に
く
っ
つ
い
て
い
た
寄
生
虫
が
、
風
に
感
じ
て

変
化
し
て
生
ま
れ
た
と
も
、
女
神
女
媧
が
泥
か
ら
作
り
だ
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。2-2h

　

も
と
も
と
、
別
の
ル
ー
ツ
を
持
つ
神
話
で
あ
り
、
女
媧
の
方
が
よ
り
古
い
文
献
に
み
ら
れ
る
が
、
中
国
で
は
、

一
般
的
に
宇
宙
の
混
沌
か
ら
生
ま
れ
て
世
界
そ
の
も
の
に
な
っ
た
盤
古
が
先
に
在
り
、
人
類
の
生
み
の
親
で
あ
り
、

そ
の
後
、
天
の
裂
け
目
を
修
復
し
た
地
母
神
女
媧
の
時
代
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。2-2i

　

盤
古
（
＝
巨
人
）
→
女
媧
（
＝
蛇
神
）
の
順
番
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
伝
説
の
場
合
は
、
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
の
母
（
＝
蛇
神
）
が
先
に
在
っ
て
、
生
ま

れ
た
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
（
＝
巨
人
）
が
那
岐
の
世
界
を
拓
く
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ん
ぶ
た
ろ
う
伝
説
成
立
の
過
程
で
、
た
ろ
う
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
人
物
の
業
績
と
一
族
の
正
統
性
を
伝
え
る

編
纂
意
図
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

仮
に
そ
う
で
あ
る
な
ら
、那
岐
の
里
と
い
う
小
世
界
を
誕
生
さ
せ
る
の
は
、母
（
＝
蛇
神
）
で
は
な
く
、た
ろ
う
（
＝

巨
人
）
の
役
割
で
あ
る
。

　

女
媧
の
末
裔
で
あ
る
大
蛇
が
、
世
界
を
生
み
出
す
盤
古
の
力
を
持
つ
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
を
生
み
、
た
ろ
う
は
死
し

て
那
岐
の
里
を
拓
い
た
。

　

そ
れ
は
、
人
類
の
母
で
あ
る
女
媧
の
、
そ
の
ま
た
裔
で
あ
る
大
蛇
に
よ
る
世
界
の
生
み
直
し
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
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■
閑
話
休
題
（
三
）　

ふ
た
り
の
太
郎 

＝ 

さ
ん
ぶ
た
ろ
う
と
小
泉
小
太
郎

　
「
小こ

い
ず
み
こ
た
ろ
う

泉
小
太
郎
」
の
伝
説
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
の
名
を
白は

く
り
ゅ
う
た
ろ
う

龍
太
郎
、
泉い

ず
み
こ
た
ろ
う

小
太
郎
と
も
呼
ば
れ
、
主
に
信
州
、
奥
信
濃
一
帯
に
分
布
す
る
伝
説
で
あ
り
、
松
谷

み
よ
子
さ
ん
の
童
話(

創
作
民
話)

で
、1979

年
に
ア
ニ
メ
映
画
に
も
な
っ
た
「
竜た

つ

の
子こ

太た
ろ
う郎

」k3-a

の
モ
デ
ル

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

小
泉
小
太
郎
と
さ
ん
ぶ
た
ろ
う
の
伝
説
を
比
較
す
る
と
、母
で
あ
る
竜
神（
大
蛇
）k3-b

か
ら
生
ま
れ
た
息
子(

さ

ん
ぶ
た
ろ
う
、
小
泉
小
太
郎)
が
、
母
か
ら
授
け
ら
れ
た
力
で
世
界
を
創
造
す
る
、
と
い
う
よ
く
似
た
ス
ト
ー
リ
ー

の
構
造
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
他
に
も
類
似
点
が
多
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

小
泉
小
太
郎
の
伝
説
に
は
、
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、『
日
本
の
民
話17 

信

濃
の
民
話
』
瀬
川
拓
男
氏
の
再
話
に
よ
る
と
、
概
ね
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。k3-c

　

む
か
し
独と

っ
こ鈷

山
と
い
う
け
わ
し
い
山
に
、
若
い
坊
さ
ま
の
す
む
寺
が
あ
っ
た
。
い
つ
の
頃
か
ら
か
そ
の
坊
さ
ま

の
と
こ
ろ
へ
美
し
い
女
が
通
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

不
思
議
に
思
っ
た
坊
さ
ま
は
、
あ
る
夜
、
そ
っ
と
女
の
着
物
に
糸
の
つ
い
た
縫
針
を
さ
し
て
お
い
た
。

　

夜
が
あ
け
て
み
る
と
、
糸
は
庭
を
ぬ
け
て
山
の
沢
を
下
り
、
産さ

ん

川
の
上
流
に
あ
る
鞍く

ら
ふ
ち淵

の
大
き
な
石
の
と
こ
ろ
ま

で
つ
づ
い
て
い
た
。

　

ふ
と
岩
の
上
を
見
る
と
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
児
を
背
に
の
せ
た
大
蛇
が
苦
し
そ
う
に
の
た
う
っ
て
い
る
。

大
蛇
は
坊
さ
ま
に
気
が
つ
く
と
、「
こ
ん
な
姿
を
見
ら
れ
て
は
生
き
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
針
を
さ
さ
れ
た
の

で
鉄
の
毒
も
体
に
ま
わ
っ
た
。
ど
う
か
こ
の
子
を
た
の
み
申
し
ま
す
。」
と
い
っ
て
赤
児
を
岩
の
上
に
お
ろ
し
、
ざ

ざ
ー
っ
と
水
煙
を
あ
げ
て
淵
の
中
へ
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

　

坊
さ
ま
は
恐
ろ
し
さ
に
震
え
上
が
り
、
赤
児
を
そ
こ
に
残
し
、
逃
げ
帰
っ
た
。

　

そ
の
後
、
大
水
で
川
に
流
さ
れ
た
小
太
郎
は
、
小
泉
村
と
い
う
と
こ
ろ
で
婆
さ
ま
に
拾
わ
れ
て
育
ち
、
湖
に
住

○k3--a　

松
谷
み
よ
子
著
『
竜
の
子
太
郎
』(

長
編
童

話)

講
談
社,1960.

○k3-b　

信
州
は
、地
下
の
国
に
降
っ
た
後
、大
蛇(

龍

神)

に
な
っ
て
地
上
に
戻
っ
て
き
た
甲
賀
三
郎
な
ど
、

蛇
に
関
す
る
伝
説
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
地
域
で
も
あ

る
。

○k3-c　
「
信
濃
の
民
話
」
編
集
委
員
会
編
；
江
馬
三

枝
子
編
『
定
本
日
本
の
民
話17

信
濃
の
民
話 

飛
驒
の

民
話
』
未
来
社 1995.5　

※
該
当
ペ
ー
ジ
はp.175

～183.
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む
母
（
大
蛇
＝
犀さ

い
り
ゅ
う

龍
）
と
再
会
し
、
協
力
し
て
湖
を
せ
き
止
め
て
い
る
山
を
切
り
崩
し
、
土
地
を
開
拓
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

な
お
、
湖
か
ら
流
れ
出
た
水
は
犀
川
に
な
り
、
湖
が
干
上
が
っ
て
生
ま
れ
た
土
地
は
、
現
在
の
松
本
、
安
曇
の

両
平
野
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

伝
説
で
は
、
小
泉
小
太
郎
の
母
（
大
蛇
＝
犀
龍
）
が
住
む
湖
は
、
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
大
昔
に
天
の

神
が
練
っ
て
い
た
五
色
の
石
の
か
け
ら
が
地
上
に
降
っ
た
と
き
、
え
ぐ
れ
て
で
き
た
の
が
こ
の
湖
で
、
飛
び
散
っ

た
石
の
か
け
ら
が
周
囲
の
山
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
別
の
伝
説
で
は
、
天
の
神
を
「
女
神
媧か

氏
」k3-d

と
し
て
お
り
、
五
色
の
石
で
天
の
裂
け
目
を
修
復
し

た
中
国
の
女
神
女じ

ょ
か媧

氏
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
五
色
の
石
は
、
陰
陽
五
行
説
で
い
う
世
界
を
構
成
す
る
五
つ
の
要
素
〔
エ
レ
メ
ン
ト
〕
で
あ
り
、
世
界

を
創
造
す
る
力
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
る
。k3-e

　

こ
の
よ
う
に
、
母
が
竜
神
（
大
蛇
・
蛇
神
）
で
あ
る
こ
と
、
母
子
神
と
し
て
の
性
質
を
備
え
て
い
る
こ
と
、
息

子
が
母
か
ら
受
け
継
い
だ
創
世
の
力
を
操
り
、
治
水
や
開
墾
な
ど
の
偉
業
を
成
す
こ
と
な
ど
、
多
く
の
点
で
ふ
た

つ
の
伝
説
は
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。k3-f

　

美
作
と
信
濃
と
い
う
、
離
れ
た
地
域
の
ふ
た
つ
の
伝
説
に
以
上
の
よ
う
な
共
通
点
が
見
ら
れ
る
の
は
大
変
興
味

深
い
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
そ
の
成
立
過
程
を
比
較
し
て
い
く
こ
と
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
共
通
点
以
上
の
、
何
ら

か
の
つ
な
が
り
が
見
え
て
く
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

※k3-d　

長
野
県
図
書
館
協
会
編
『
信
濃
伝
説
集 

信

州
の
伝
説
と
子
ど
も
た
ち
』（
信
州
の
名
著
復
刊
シ

リ
ー
ズ2

）
一
草
舎 2008.　

※
該
当
ペ
ー
ジ
は

p.198-199.

※k3-e　

さ
ん
ぶ
た
ろ
う
と
女
媧
の
つ
な
が
り
、
陰

陽
五
行
説
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、『
大
い
な
る
巨

人
の
伝
説
』
第
二
部
本
編
で
触
れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ

せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※k3-f　

さ
ん
ぶ
た
ろ
う
親
子
の
母
子
神
と
し
て
の

性
格
に
つ
い
て
は
、『
大
い
な
る
巨
人
の
伝
説
』
第
一

部
所
収
の
「
閑
話
休
題
：（
一
）
た
ろ
う
と
王
子
信
仰

あ
る
い
は
土
師
郷
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
」
で
触
れ

て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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アオノジ  15
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イザナミ（神名）  3, 8, 9, 10, 14, 16, 20
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大雷 [ おほいかずち ]（神名：日本書紀）  8
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大斗乃弁 [ おほとのべ ] 神（神名：古事記）  5
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於母陀流 [ おもだる ] 神（神名：古事記）  5

面足 [ おもだる ] 尊（神名：日本書紀）  5

陰陽道  12

か

ガイア（神名）  20

媧 [ か ] 氏 [ 女媧 ]（神名）  25

惶根 [ かしこね ] 尊（神名：日本書紀）  5
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■　はじめに　　※ 凡例／ ※ 注釈

■　第一章　たろうの母＝女媧の後裔

　　□　女媧、人を創る

　　□　女媧、天を修復する

　　□　第一のキーワード「蛇」

　　□　五色の石＝五行

　　□　蛇＝ナギ＝虹？

■　第二章　創世の巨人「 盤古 」 

　　□　第二のキーワード「巨人」

　　□　伝説が語りかけるもの

■　閑話休題（三）　ふたりの太郎 ＝ さんぶたろうと小泉小太郎
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